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今月の内容  ●めっき皮膜の耐食性試験方法について 

 
 
めっき製品の耐食性を評価する方法は、その製品の

使用状態、使用環境と同じ状態にて評価するのが理想

的ですが、一般的には、腐食促進試験が行われていま

す。大気暴露試験は長時間を要するため、キャス試験

などを用いて短時間でめっきごとの対比試験を実施す

るのも簡単な耐食性の目安となります。 

 ここでは、いくつかの腐食促進試験方法について紹

介します。 

中性塩水噴霧試験 

 試験槽内を35℃に保ち、5％前後の中性の食塩水を霧

状にして、鉛直線に対して約20°に傾けた試料に規定

の時間自然落下させ、耐食性を評価する方法です。中

性の食塩水の腐食力が弱いため、遮蔽防食機構による

めっき品の場合は、めっき被膜を腐食するのではなく、

ピンホールなどの被膜欠陥を通しての素材試験となる

ためピンホール試験の一方法とも考えられます。 

 この試験方法は、めっきなどの表面処理品はじめ一

般材料の耐食性試験としても多く採用されています。 

酢酸酸性塩水噴霧試験 

 食塩水に酢酸を加えてpH3.0にした試験液を用いま

す。工業地帯の環境や近年の酸性雨の屋外暴露の状態

をモデル化したもので、試験液が酸性であるため腐食

生成物の溶解が容易になり腐食が促進されます。 

 この試験方法は、腐食性の強い屋外環境で使用され

るめっき品に適用されますが、日本ではあまり採用さ

れていません。 

キャス試験 

 酢酸酸性塩水噴霧試験液の組成に、銅イオンを加え

て酸化力を高めるとともに試験槽温度を50℃にしてめ

っき皮膜の腐食を更に促進させる試験方法です。 

 この試験方法は、自動車部品など厳しい腐食環境下

で使用されるニッケル－クロム系のめっき製品の評価

によく適用されています。 

また、プラスチック上のめっき品では密着性の評価も

できます。 

 

コロードコート試験 

 試料面にコロードコート泥(はくとう土に硝酸銅、塩

化鉄水和物、塩化アンモニウムの各溶液を規定量混合

したもの)を塗布し、乾燥後、湿気槽内に放置して、め

っき皮膜の耐食性を調べる方法です。寒気の厳しいと

ころでは道路の凍結防止のために塩をまきますが、こ

れが泥と混ざってめっき製品に付着し、腐食が起きる

のを模擬した方法で自動車部品の耐食性の評価に採用

されています。 

 この試験方法は、自動車部品など厳しい腐食環境下

で使用されるニッケル－クロム系のめっき製品の評価

によく利用されています。 

二酸化硫黄試験及び硫化水素試験 

 二酸化硫黄及び硫化水素の雰囲気においてめっきの

耐食性を調べる方法で、工業地帯や温泉地帯の環境を

想定した試験方法です。 

 この試験方法は、自動車部品や、電機・電子機器部

品のめっき皮膜の耐食性や電気特性の評価に利用され

ています。 

人工汗試験 

 めっきのJISに規定はありませんが、汗に対する浸漬

腐食試験方法で、汗の成分と類似した塩化ナトリウム、

アンモニア水、尿素、乳酸などを主体とした人工的な

試験液が用いられます。 

 この試験方法は、めっき製品が直接肌に触れるよう

なアクセサリー製品の耐食性の評価に適用されます。 

複合サイクル試験 

 塩水噴霧や湿潤、乾燥などいろいろな状況を組み合

わせて繰り返し試験を行い、実際の腐食環境に近づけ

ようと提案された試験方法です。 

 この試験方法は、実際に使用した場合との相関が得

られやすいことから、屋外で使用される表面処理品の

評価法として利用が増加してきています。 

 当研究所では、これらの試験のうち中性塩水噴霧試

験、キャス試験、コロードコート試験を行っています。 
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